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1 はじめに

福島県で切り花として栽培されているリンドウ属の主

な系統はエゾリンドウ、エゾオヤマリンドウ、ササリン

ドウである。これらをもとに優良系統の選抜や Fl品種

の育種が行われるようになってきており、県のオリジナ

ル品種が育成されている。今回の供試品種 `ふ くしまか

れん'は本県育成品種で、ササリンドウにエゾリンドウ

を交配して育種したビンク系の中晩生Fl品種である。

自然開花期は9月 下旬～10月 上旬で、開花揃いがよいの

が特徴である。

冬期間に休眠するリンドウを効率よく開花調節するに

は、休眠打破に要する低温要求量の把握が必要となる。

これまで、エゾリンドウ系統の場合は5℃以下の低温に

約700時間以上遭遇することにより休眠が打破されると

考えられている
°。しかし,休眠打破に関する研究事例

が少ないため各品種の最適な低温遭遇時間等には不明な

点が多い。

そこで、5℃ の低温による遭遇時間の違いがリンドウ

`ふ くしまかれん'の生育と開花に及ぼす影響について

検討したので報告する。

2 試験方法

中晩生 Fl品種の・ふくしまかれん'を供試し、2003

年から2004年に福島県農業試験場会津地域研究支場で試

験を行つた。栽培様式は移動可能なプランタ栽培とし、

2002年 3月 20日 に播種して5号鉢で管理しておいた2年株

を2003年 7月 3日 に1プランタに3株ずつ定植した。施肥量

は、la当たり窒素1 6kg、 リン酸2 4kg、 カリ1 2kgと し

た。その他の栽培管理は福島県花き指導要項に準じた。

試験区として、低温遭遇時間別に①O時間処理区 (低

温遭遇なし、対照区)、 ②300時間処理区、③500時間処

理区、④700時間処理区、⑤900時間処理区、⑥l,100時

間処理区、⑦l,300時間処理区の7区を設定した。試験規

模は1区 3株とした。

低温処理は、プランタに定植してから低温処理までは

最低気温10℃に設定したガラス温室内で管理し、低温遭

遇時間が長い区から順に5℃ に設定した暗黒の冷蔵庫内

に搬入した。そして、全ての区の処理が2004年 1月 5日 に

終わるようにし、同時に最低気温10℃ に設定したガラス

温室内に戻し、同一栽培環境下で管理した。なお、対照

区とした0時間処理区はプランタ定植から開花までガラ

ス温室内から移動させずに管理した。

3.試験結果及び考察

低温処理終了時から約lヵ 月半後 (2004年 2月 18日 )の

草丈をDuncanの多重比較検定したところ、試験区①～⑤

と⑥～⑦との間に5%水準で有意差が認められ、低温遭

遇時間が1,100時間以上の方が生育が優つた (表 1)。 こ

のことから `ふくしまかれん'の休眠を完全に打破し加

温開始直後から効率よく伸長させるには、5℃の場合、

一般的に言われる700時間より長い1,100時間以上の低温

遭遇が必要であると考えられた。

さらに開花始期も同様に試験区①～⑤と⑥～⑦との間

に差が見られ、1,100時間以上の方が10日 程度早まった

(図 1)。 その上、1,300時間処理区は開花期間が短縮し

たことから、低温遭遇時間が開花揃いにも影響を及ぼす

と考えられた。

一方、切り花品質は大きな差が見られなかった (表 2)。

4 まとめ

以上のことから、中晩生Fl品種 `ふくしまかれん
'

は5℃の低温で1,100時間以上遭遇させると最も効率的に

休ll■打破できると考えられた。さらに、低温遭遇時間が

休眠打破だけでなく開花揃いにも影響を及ぼすことか

ら、低温処理による開花調節の可能性が示唆された。
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表l リンドウ `ふくしまかれん'における低温 (5℃ )遺遇時間の違いが

加温開始後の生育に及ぼす影響 (2004年 2月 18日 調査)

草丈 (llll)

①  O時間処理区 (対照区)

② 300時間処理区

③ 500時間処理区

④ 700時間処理区

⑤ 900時間処理区

⑥l,100時間処理区

⑦l,300時間処理区

Duncanの多重比較検定により表中の異なる英小文字間で5%水準で有意差有り

表2 リンドウ `ふくしまかれん'における低温 (5℃ )遭遇時間の違いが

開花時の切り花品質に及ぼす影響 (2004年 )

区
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⑤ 900時間処理区

⑥l,100時間処理区

⑦l,300時間処理区
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リンドウ `ふくしまかれん'における低温 (5℃ )遭遇時間の違いが
開花時期に及ぼす影響 (2004年 )
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図 1
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